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研究成果の概要：政治が民主化すると、政治暴力の形態はどのように変容するのか。インドネ

シアを事例として、3 年間の実証研究を行った。本研究で明らかにしたことは暴力の拡散化の
実態である。民主化以前には、政治暴力の中心的な担い手は軍であったが、民主化の結果、各

地で「新たな」政治エリートが台頭し、彼らが「新たな」暴力の担い手を育て、そこに軍が間

接的に関与する実態について、３つの政治局面（選挙・開発・紛争地）で確認した。この新た

な政治エリートによる暴力の政治的リサイクルは、民主化の産物であり、そのロジックを理解

することが、国際的な民主化支援や平和構築支援を行う際にも重要であることを、研究成果と

して国内外に発信した。 
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研究分野：政治学、地域研究、国際関係論 
科研費の分科・細目：地域研究・地域研究 
キーワード：インドネシア、民主化、紛争、選挙、暴力、治安 
 
１．研究開始当初の背景 
 
(1)インドネシアでは、1998 年のスハルト長
期政権の崩壊以降、政治の民主化が進み、多
様な政治アクターによる「競争の時代」に突
入している。しかし、開放された政治の競争
は、必ずしもインドネシアに平和と安定をも
たらすものではなかった。アチェやパプアで
の「分離独立運動」、マルクやポソでの「宗
教紛争」、カリマンタンでの「民族紛争」に
見られるように、インドネシア各地で政治暴

力の拡大が顕著になった。なぜそうなるの
か？民主化と暴力はどのような力学で連動
しているのか？この問題意識が研究の背景
にあった。 
 
(2)これまでのインドネシアの紛争研究は、
紛争地の研究が主流で、それは暴力の被害規
模が大きくメディアも大々的に扱うため、地
域研究者のみならず国際政治学者などにも
強い関心を与え、その結果、研究蓄積も増え
てきた。しかし、「非紛争地」における政治



暴力の実証研究は、これまでほとんどなかっ
た。本研究の開始は、その問題意識からスタ
ートした。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、民主化時代のインドネシアの新た
な政治暴力の形態を調査・分析し、持続的な
平和構築に向けての課題を解明することを
目的とした。その要点は、①紛争地における
暴力動員、②地方都市の日常政治過程におけ
る暴力の効用、③地方首長選挙における票動
員と暴力の関係、という三つの射程を包括的
に研究することであった。特に狙いは、上記
②と③の実態調査を通じて、インドネシアの
民主化と政治暴力の発展力学を多角的に分
析することにあった。 
 
 
３．研究の方法 
 
研究の方法は、現地調査による実態の解明に
重点を置いた。現地調査は３つの政治局面に
分類して実施した。 
 
①【選挙政治と暴力】2005 年に新たに導入
された地方首長の直接選挙は、2006 年まで
に 250 の自治体、すなわち全土の約半数の
州・県・市で実施される。これらの選挙政治
を調査し、どのような地方エリートが、どの
ような暴力集団を取り込んで、票の動員戦術
を展開したのかについて明らかにしようと
試みた。 
 
②【開発事業と暴力】地方政府予算が豊富な
地方都市において、開発事業をめぐる政治過
程に、どのような暴力効果が用いられている
のかを明らかにしようと試みた。 
 
③【紛争と暴力】紛争に発展した地方におい
て、どのような政治アクターが、どのような
リソース（資本、メディア、動員アイデンテ
ィティー）を駆使して暴力運動を導いていた
のかを、地元の利権構造に注目しつつ明らか
にしようと試みた。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究の成果は 2006 年から定期的に発信し
てきたが、特に最終年度の 2008 年は、3本の
論文を国際ジャーナルに掲載し、民主化と暴
力に関する研究を国際的にリードすること
ができたと認識している。その具体的内容と
重要性は以下の通りである。 
 
１． “The Peace Dividend,” Inside Indonesiaで

は、アチェ和平の推進によって、暴力装置と
しての国軍にどのような変化が表れている
かを議論したものであり、特に、国家安定の
名の下に政治関与を長年続けてきた軍の正
当性の基盤がなくなることで、今後の文民政
治家にとては政軍関係改革を進める絶好の
機会になっていることを主張した。政治的民
主化、ポスト紛争、そして国家暴力の関係を
分析した点に意義・重要性があると考える。 
 
２． “Current Data on the Indonesian Military 
Elite,” Indonesia では、過去 2 年間における、
インドネシア国軍の人事異動のミクロ分析
を行い、そこから見えてくる特定将校の昇進
の早さや世代交代の停滞について議論を提
示した。士官学校での成績が重要な昇進ファ
クターになっている実態を解明し、その原因
が、国家安定による紛争地経験の低下にある
点をアピールできたことに意義があった。 
 
３． “Instrumentalizing Pressures, Reinventing 
Mission,” Indonesiaでは、民主化によって役割
削減を迫られる海軍の政治的駆け引きを分
析した。海軍は、海の軍事脅威ではなく海洋
犯罪という「海の暴力」が拡大していること
に着目し、これへの対応を海軍の役割にする
ことで、様々な権限と政治的発言力の維持を
図っている実態を分析した。脅威はいかに作
られるか、という問題を解明することに意義
と重要性があった。 
 
以上を踏まえ、本研究の 3年間の全体的な成
果をまとめると、次の二つに集約される。 
 
①インドネシアの「紛争地」における政治暴
力の研究は、多くの研究者が注目するトレン
ドであるが、「非紛争地」の日常政治におけ
る暴力の研究はほとんど進んでいない。とく
に選挙や開発事業のプロセスに動員される
暴力の形態が、民主化の推進に伴って多様
化・洗練化している力学を明らかにする本研
究は、国際的にも独創的であり、その成果は、
インドネシアの民主化研究と紛争研究の双
方に大きな貢献となったと考える。 
 
②政治暴力の発生と発展を、「選挙」「開発事
業」「紛争」という三つの角度から分析する
本研究は、これまでの個別的紛争事例研究で
は見えてこない共通力学を浮き彫りにした。
その理解は、インドネシア全土で起きている
政治権力の流動化を巨視的に把握する上で
決定的に重要である。その知見は、地域研究
の成果と国際協力の実践を結びつけるもの
であり、「民主化支援」「平和構築支援」「ガ
バナンス支援」といった企画の立案・実施過
程で生かしていけると考える。 
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